
(57)【要約】

【課題】複数の処置具を超音波断層像観察下に同時に使

用可能にすることにより、術者が症例に適した手技を選

択して思い通りの処置を行うことができる超音波内視鏡

の先端部を提供すること。

【解決手段】挿入部１の先端部分２から超音波信号を発

受信してセクタスキャンするための超音波プローブ３と

、超音波信号によって走査される方向を光学観察するた

めの光学観察窓４と、超音波信号によって走査される方

向に処置具を突出させるための処置具突出口とが配置さ

れた超音波内視鏡の先端部において、処置具突出口とし

て、超音波プローブ３から発受信される超音波信号が走

査される平面Ａに沿って処置具１００，２００を突出さ

せるための複数の処置具突出口６，７を並べて配置した

。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 部 分 か ら 超 音 波 信 号 を 発 受 信 し て セ ク タ ス キ ャ ン す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ
と 、 上 記 超 音 波 信 号 に よ っ て 走 査 さ れ る 方 向 を 光 学 観 察 す る た め の 光 学 観 察 窓 と 、 上 記 超
音 波 信 号 に よ っ て 走 査 さ れ る 方 向 に 処 置 具 を 突 出 さ せ る た め の 処 置 具 突 出 口 と が 配 置 さ れ
た 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 上 記 処 置 具 突 出 口 と し て 、 上 記 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 発
受 信 さ れ る 超 音 波 信 号 が 走 査 さ れ る 平 面 に 沿 っ て 処 置 具 を 突 出 さ せ る た め の 複 数 の 処 置 具
突 出 口 を 並 べ て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 複 数 の 処 置 具 突 出 口 の 少 な く と も 一 つ に 、 そ こ か ら 突 出 さ れ る 処 置 具 の 突 出 方 向 を 上
記 平 面 に 沿 っ て 変 化 さ せ る た め の 処 置 具 起 上 片 が 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 内
視 鏡 の 先 端 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 光 学 観 察 を し な が ら 体 内 に 挿 入 さ れ て 超 音 波 断 層 像 を 得 る こ と が で き る 超 音
波 内 視 鏡 の 先 端 部 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 内 視 鏡 は 一 般 に 、 挿 入 部 の 先 端 部 分 か ら 超 音 波 信 号 を 発 受 信 し て セ ク タ ス キ ャ ン す
る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 超 音 波 信 号 に よ っ て 走 査 さ れ る 方 向 を 光 学 観 察 す る た め の 光
学 観 察 窓 と 、 超 音 波 信 号 に よ っ て 走 査 さ れ る 方 向 に 処 置 具 を 突 出 さ せ る た め の 処 置 具 突 出
口 と が 配 置 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ３ － １ ３ １ ２ ４ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
超 音 波 内 視 鏡 は 一 般 に 、 光 学 観 察 を し な が ら 挿 入 部 を 体 内 の 目 標 位 置 に 誘 導 し た ら 、 超 音
波 断 層 像 を 観 察 し な が ら 処 置 具 で あ る 注 射 針 を 粘 膜 面 の 奥 に あ る 臓 器 や 患 部 に 突 き 刺 し て
、 通 常 の 内 視 鏡 で は 行 う こ と が で き な い 独 特 の 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 そ の よ う に し て 注 射 針 を 用 い た 処 置 は 、 薬 液 や 体 液 の 注 入 又 は 排 出 し か 行 う こ と
が で き ず 、 そ れ と 同 時 に 超 音 波 断 層 像 観 察 下 に 他 の 処 置 具 を 使 用 す る こ と が で き な い の で
、 術 者 に と っ て は 手 技 が 限 定 さ れ て し ま っ て 思 い 通 り の 処 置 を 行 え な い 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 複 数 の 処 置 具 を 超 音 波 断 層 像 観 察 下 に 同 時 に 使 用 可 能 に す る こ と に よ り
、 術 者 が 症 例 に 適 し た 手 技 を 選 択 し て 思 い 通 り の 処 置 を 行 う こ と が で き る 超 音 波 内 視 鏡 の
先 端 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 挿 入 部 の 先 端 部 分 か ら 超
音 波 信 号 を 発 受 信 し て セ ク タ ス キ ャ ン す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 超 音 波 信 号 に よ っ て
走 査 さ れ る 方 向 を 光 学 観 察 す る た め の 光 学 観 察 窓 と 、 超 音 波 信 号 に よ っ て 走 査 さ れ る 方 向
に 処 置 具 を 突 出 さ せ る た め の 処 置 具 突 出 口 と が 配 置 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て
、 処 置 具 突 出 口 と し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 発 受 信 さ れ る 超 音 波 信 号 が 走 査 さ れ る 平 面 に
沿 っ て 処 置 具 を 突 出 さ せ る た め の 複 数 の 処 置 具 突 出 口 を 並 べ て 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
な お 、 複 数 の 処 置 具 突 出 口 の 少 な く と も 一 つ に 、 そ こ か ら 突 出 さ れ る 処 置 具 の 突 出 方 向 を
平 面 に 沿 っ て 変 化 さ せ る た め の 処 置 具 起 上 片 が 配 置 さ れ て い る と 、 一 方 の 処 置 具 突 出 口 か
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ら 突 出 さ れ る 処 置 具 の 突 出 角 度 を 他 方 の 処 置 具 突 出 口 か ら 突 出 さ れ る 処 置 具 に 対 し て 任 意
に 変 化 さ せ て 所 望 の 処 置 に 都 合 の よ い 状 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 斜 視 図 、 平 面 図
及 び 側 面 断 面 図 （ 図 ２ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 図 ） で あ る 。 た だ し 、 処 置 具 突 出 口 ６
， ７ か ら 処 置 具 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ が 突 出 し た 状 態 は 図 ３ の み に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
フ レ キ シ ブ ル な 挿 入 部 １ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 部 本 体 ２ の 先 側 半 部 に は 、 先 端 部 本 体 ２
の 側 方 を セ ク タ ス キ ャ ン （ 扇 形 走 査 ） す る よ う に 超 音 波 信 号 を 発 受 信 す る コ ン ベ ッ ク ッ ス
タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に よ る 超 音 波 走 査 範 囲 Ｕ は 、 先 端 部 本 体 ２ の 軸 線 に 沿 う 平 面 上 （ 即 ち 、
先 端 部 本 体 ２ の 軸 線 を そ っ く り 含 む か 、 或 い は 軸 線 に 対 し て 近 接 し て 平 行 な 平 面 上 ） に あ
り 、 一 点 鎖 線 は 、 そ の 平 面 が 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ の 表 面 と 交 差 す る 位 置 を 示 し て い る （ 以 下
、 平 面 Ａ と い う ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
先 端 部 本 体 ２ の 後 側 半 部 に は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ の 超 音 波 走 査 範 囲 Ｕ の 方 に 向 い た 斜 面 ２
０ が 形 成 さ れ て い て 、 超 音 波 走 査 範 囲 Ｕ の 方 向 を 光 学 観 察 す る た め の 光 学 観 察 窓 ４ と 、 そ
の 観 察 範 囲 を 照 明 す る た め の 照 明 窓 ５ が そ の 斜 面 ２ ０ に 並 ん で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 先 端 部 本 体 ２ の 斜 面 ２ ０ に は 、 超 音 波 走 査 範 囲 Ｕ の 方 向 に 処 置 具 を 突 出 さ せ る た め
の 第 １ の 処 置 具 突 出 口 ６ と 第 ２ の 処 置 具 突 出 口 ７ が 、 平 面 Ａ と の 交 叉 線 上 に 二 つ 並 ん で 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ の 処 置 具 突 出 口 ６ と 第 ２ の 処 置 具 突 出 口 ７ に は 、 挿 入 部 １ 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 第 １ の
処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ６ ０ と 第 ２ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ７ ０ 各 先 端 が 、 先 端 部 本 体 ２ の
後 端 位 置 で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 各 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ６ ０ ， ７ ０ 内 に 通 さ れ た 第 １ の 処 置 具 （ 例 え ば 注 射 針 ）
１ ０ ０ と 第 ２ の 処 置 具 （ 例 え ば 鉗 子 ） ２ ０ ０ の 先 端 部 分 が 、 平 面 Ａ に 沿 っ て 超 音 波 走 査 範
囲 Ｕ 内 に 各 処 置 具 突 出 口 ６ ， ７ か ら 突 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
し た が っ て 、 術 者 は 複 数 の 処 置 具 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ を モ ニ タ で 超 音 波 断 層 像 中 に 観 察 し な が
ら 同 時 に 使 用 す る こ と が で き る の で 、 そ の 症 例 に 適 し た 手 技 を 選 択 し て 思 い 通 り の 処 置 を
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ４ 及 び 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 平 面 図 と 側 面 断 面 図 （
図 ４ に お け る Ｖ － Ｖ 断 面 図 ） で あ り 、 処 置 具 突 出 口 ６ ， ７ か ら 処 置 具 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ が 突
出 し た 状 態 は 図 ５ の み に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 実 施 例 に お い て は 、 第 １ の 処 置 具 突 出 口 ６ か ら 突 出 さ れ る 第 １ の 処 置 具 １ ０ ０ の 突 出
方 向 を 超 音 波 走 査 範 囲 Ｕ 内 に お い て 平 面 Ａ に 沿 っ て 変 化 さ せ る た め の 処 置 具 起 上 片 ８ が 、
第 １ の 処 置 具 突 出 口 ６ 部 分 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
処 置 具 起 上 片 ８ は 支 軸 ９ に よ っ て 先 端 部 本 体 ２ に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て お り 、 挿 入 部 １ の
基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 （ 図 示 せ ず ） か ら の 操 作 に よ っ て 軸 線 方 向 に 進 退 す る 操 作 ワ イ ヤ
１ ０ の 先 端 が 処 置 具 起 上 片 ８ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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し た が っ て 、 操 作 ワ イ ヤ １ ０ を 介 し た 遠 隔 操 作 に よ り 処 置 具 起 上 片 ８ を 支 軸 ９ を 中 心 に 動
か す こ と に よ っ て 、 第 １ の 処 置 具 突 出 口 ６ か ら 突 出 さ れ る 第 １ の 処 置 具 １ ０ ０ の 突 出 角 度
を 第 ２ の 処 置 具 突 出 口 ７ か ら 突 出 さ れ る 第 ２ の 処 置 具 ２ ０ ０ に 対 し て 超 音 波 走 査 範 囲 Ｕ 内
に お い て 平 面 Ａ に 沿 っ て 任 意 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 処 置 具 起 上 片 ８ を 第 ２ の
処 置 具 突 出 口 ７ 側 に 配 置 し て も よ く 、 第 １ の 処 置 具 突 出 口 ６ と 第 ２ の 処 置 具 突 出 口 ７ の 両
方 に 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 本 発 明 は 上 記 の 各 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 処 置 具 突 出 口 を 三 つ 以
上 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 処 置 具 突 出 口 と し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 発 受 信 さ れ る 超 音 波 信 号 が 走
査 さ れ る 平 面 に 沿 っ て 処 置 具 を 突 出 さ せ る た め の 複 数 の 処 置 具 突 出 口 を 並 べ て 配 置 し た こ
と に よ り 、 複 数 の 処 置 具 を 超 音 波 断 層 像 観 察 下 に 同 時 に 使 用 す る こ と が で き る の で 、 術 者
が 症 例 に 適 し た 手 技 を 選 択 し て 思 い 通 り の 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 （ 図 ２ に お け る Ｉ Ｉ
Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 図 ） で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 （ 図 ４ に お け る Ｖ －
Ｖ 断 面 図 ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 挿 入 部
２ 　 先 端 部 本 体
３ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
４ 　 光 学 観 察 窓
５ 　 照 明 窓
６ 　 第 １ の 処 置 具 突 出 口
７ 　 第 ２ の 処 置 具 突 出 口
８ 　 処 置 具 起 上 片
２ ０ 　 斜 面
１ ０ ０ ， ２ ０ ０ 　 処 置 具
Ａ 　 超 音 波 信 号 が 走 査 さ れ る 平 面
Ｕ 　 超 音 波 走 査 範 囲

10

20

30

(4) JP 2004-154300 A 2004.6.3



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 7月 10日 (2003.7.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
フ レ キ シ ブ ル な 挿 入 部 １ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 部 本 体 ２ の 先 側 半 部 に は 、 先 端 部 本 体 ２
の 側 方 を セ ク タ ス キ ャ ン （ 扇 形 走 査 ） す る よ う に 超 音 波 信 号 を 発 受 信 す る コ ン ベ ッ ク ス タ
イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
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